
保育園統廃合計画案「住民説明会」（第二保育園）参加者８０人

（質問）：北小学校で「土曜日の学童クラブ」をやっていないと聞いたが、北小での実施
は可能か。それによって園を選びたい。

（回答）：今のところ「土曜日の学童クラブ」は南小学校で集中学童保育を実施している。
人数が少ないため、南小でしか考えていないのでご理解をいただきたい。

〔６－(６)〕
（質問）：来年、土曜保育は「第一保育園」の１園だけとなっていて、「第一保育園」に在

園していないと土曜保育は受入ができないようになっているが、土曜日だけ「他
園」からの受入は可能か。

（回答）：検討する事は可能だが、子供のために「在園児」だけとしていて、土曜日だけ
知らない先生に見てもらう訳であり、子供も知らない子。その中に自分の子供
を預けて良ければ実施可能だと思われる。 〔８－(２)・(３)〕

（質問）：来年１年間、今の第二保育園の先生方が「他園」に行くわけだから、空く先生
が出てくると思うので、「他園」特に「一ッ浜保育園」に長時間保育や土曜保育
ができないか。

（回答）：空く先生はほとんどいない。「他園」に子供が分散するだけの事なので、そんな
に先生は減らない。だけど「一ッ浜保育園」に長時間保育や土曜保育は担当課
で保護者の意見を十分聞き検討します。 〔８－(１)・(２)・(３)〕

（質問）：第二保育園で先日アンケートを実施して、結果はもらったが「回答」がない。
（回答）：アンケートの欄外に「記された意見」が有る。今すぐ「回答」できる物もある

ので、園長を通じてが良いのか、早急に「回答」します。 〔回答集の中に〕

（質問）：１園に集中する事が考えられるが。
（回答）：保護者の皆さんと話しをしながら、調整していきます。 〔６－(１)・(２)〕

（意見）：今までも今も、第二保育園の周りに駐車場が空いているのに、町は駐車場確保
に動いていない。もっと前から第二保育園を改修するから来年は受入ができな
い旨を知らせてくれていない。急に言われても困っている状態。なぜ今の場所
の駐車場も無い第二保育園用地での全面改築なのか。とても憤慨している。

（回答）：駐車場に関して、専用駐車場確保は無理なので、保護者会と協力しながら、一
時的に駐車できる所の交渉に当たりたい。 〔４－(１)・(２)〕
周知徹底や急ピッチでの改修に関しては、町長は「保育園あり方検討委員会」
の答申を尊重して、保育園の統廃合を進めたいと、この３月議会で答弁をして
進んできている。本年度、第二保育園の耐震診断を実施しており、結果が一部
改修のでは無理であり、全面改築が直ぐに必要と診断されました。行財政経営
プランでの計画の１年前倒しの計画となりましたが、保育園新築のための預金
もしている関係上、将来を担う子ども達のために１日も早く保育内容の充実を
図るため早急の改修が必要と考えます。 〔１－(３)〕
なぜ今の土地での全面改築なのかは、初めは一部の改修工事という事でしたの
で、他の用地は考えていなく、早急の全面改築が必要と診断された関係上、ご
理解をいただきたい。 〔１－(３)〕

（質問）：長時間保育の時間を(特に朝)延ばしてもらいたい。
（回答）：今後、事業課が保護者の意見を吸収して、検討していきます。 〔７－(１)〕



（質問）：第二保育園の工期が平成２０年度、１年間と有るが、入園式・卒園式は第二保
育園で実施できないか。

（回答）：町も保護者の方から入園式・卒園式は第二保育園でやりたいと意見が多ければ
実施していきたい。しかし果たして子ども達の事を考えると、その日だけ集ま

っての入園式・卒園式で良いのだろうか。保護者の方々と十分話しをして決め
ていきたい。 〔６－(４)〕

（質問）：来入園児予定者にはなぜアンケートを取らなかったのか。
（回答）：全ての対象児童とはいかないが、「だっこの会」を通じ、意見聴取を図っていき

たい。 〔１－(５)〕

（質問）：第八保育園が「保育条件のなし」の園児の受入だったので、行く園児も、通園
バスの希望者も少なかったのでは。

（回答）：人件費の関係もあり、長時間保育や未満児保育を第八保育園に持ってくる事が
不可能だったので、ご理解をいただきたい。 〔 〕

（質問）：もっと細かい「年次スケジュール」を作成して欲しい。
（回答）：住民の方々の「意見や要望を聴取」を何度か取って行きたいと考えています。

お示しできるようになったら直ちに公表します。 〔資料 P12 4 当面のスケジュール〕

（質問）：住民に対して、保育園の統廃合に関する情報の周知徹底が欠けている。今後生
まれてくる子供の保護者に対しても、情報提供が必要ではないか。

（回答）：簡単なチラシ(今後のスケジュール等が掲載された)を作成して、保健センター
や住民課の窓口等に置いたり、新聞等を利用して周知徹底を図りたい。

〔１１－(１)〕


